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【論　文】
13世紀末から 15世紀前半ヴェローナにおける 
人文主義の探求について 
── セネカの名で伝わる 10篇の悲劇群の伝承経路に関する考察 ──  
  北　村　秀　喜〔 1 〕

ファシズム体制下の検閲と女性文学： 
パオラ・マシーノ『主婦の誕生と死』についての考察  
  柴　田　瑞　枝〔 21〕

15世紀フィレンツェにおける res publicaと「共和国」  
  三　森　のぞみ〔 47〕

【研究ノート】
瀧口修造によるルーチョ・フォンターナのモノグラフィ出版  

  巖　谷　睦　月〔 69〕

イタリアにおける 1960-70年代の全日制小学校「テンポ・ピエーノ」 
──  ボローニャ市民教育会議「教育の二月」（1974）の議事録にみる 

理念と実態   髙　橋　春　菜〔 97〕

【書　評】
木村純子・陣内秀信編著 
イタリアのテリトーリオ戦略～甦る都市と農村の交流～  
  上　田　隆　穂〔125〕

イタリア言語・文化研究会 2022年度研究報告一覧   〔131〕


